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熱帯アフリカのフィールド調査では
体調管理が大切
　ガラスのない小さな明かり窓から差し込む木
漏れ日と小鳥のせわしないさえずり、まったく
聞き取れない言葉で話す村人達の声で目が覚め
ると、柔らかすぎる簡素なベッドの上で、汗だく
のまましばし考えていた。なぜだろう。体調が
良い。本当に予想外だ。
出発～アンドム（Andom）村
　3月14日夜10時に成田空港を出発し、パリを
経由してヤウンデに到着したのは翌15日夜7時
過ぎだった。日本との時差は8時間なので、1日
半近くかかったことになる。ホテル近くのレスト
ランで魚のスープを頂くと、早々に部屋に戻っ
て翌日に備えた。16日はフィールド調査の準備
で、両替や薬局での抗マラリア薬の買い出し、
国際熱帯農業研究所（IITA）カメルーン支所の
研究者らとミーティングを行った。調査経路と
幾つかの村落での活動の詳細を打ち合わせた
後、皆で白身魚のソテーとフフ（後述）を堪能し
た（写真①）。満腹感と心地よい疲れのなか、夜半
の雨音を聞きつつ眠りについた。17日、雨はす
でに上がり、朝7時の時点で21℃と涼しい。す
図①調査地の位置
写真①フフと白身魚のソテー
真ん中の白いものがフフ。白身魚は皮をパリパリにソテー
してあり、濃い目の味付けが食欲をそそる
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もあった。直径2mを超えると思われる木材を
多量に積んだトレーラーが地響きをたてて対向
車線を通り過ぎていくのが印象に残った。
　ベルトゥアからの道路は舗装されていない。
赤い土煙を上げながら西に車を走らせること
1時間半弱。アンドム村に入った。朝から、村の
女性たちがフフと油を作っていた（写真②）。こ
の地域のフフは、キャッサバと2種類のトウモ
ロコシを混ぜて粉にし、湯で練ったもので、現地
の主食である。食感は餅やちまきに近く、味の
でに人であふれている近くの屋台で、新鮮なア
ボカドと玉子焼き入りサンドイッチを注文した。
フランス語圏だからかパン自体もうまく、しか
も現地でとれたアボカドと焼きたての玉子焼き
である。この屋台のサンドイッチ以上のアボカ
ドサンドに、日本ではいまだ出会えていない。
買い出しの後、午後に東へ340km離れたベル
トゥアに向った。舗装道路のためランドクルー
ザーで時速70kmくらいは出せる。速すぎて、
車窓の眺めを楽しめないなと愚痴をこぼす余裕
写真②アンドム村でフフづくり（左）と搾油（右）をする女性たち
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濃い肉料理や香辛料の入ったシチューとの相性
もいい。油はアブラヤシの実を臼と杵でつき搾っ
たものだ。州都から近いこともあり、バナナや
キャッサバといった主食となる作物だけでなく、
カカオやコーヒーなど換金作物も多い。これら
の栽培では地元の20代くらいの農家の若者達
がリーダーシップをとって頑張っているようだ。
この日は、35℃くらいの暑さの中、畑で土壌
調査をし、午後遅くにベルトゥアに戻った。夕食
は揚げたティラピアと炊いたご飯。調査後半に
マラリア蚊生息域に入るため、この日から予防薬
として抗マラリア薬を服用した。
ベルトゥア～ドンゴ村
　アンドム村での4日間の調査を終え、21日朝食
後にベルトゥアを出発した。この日は270km
南東にあるヨカドゥーマまでの移動。途中の
売店でバナナだけ買い、昼食抜きで8時間弱
かかった。走り出して2時間程で道の真ん中に
岩が露出しているような悪路になったためだ。
Google Mapで検索してみると、ここ数年で道路
環境がかなり改善しており、今では5時間弱く
らいで行けるようだ。ヨカドゥーマには世界自然
保護基金（WWF）のオフィスがあり、密猟対策
の前線基地でもある。車窓から見える森に生え
る木の密度が上がってきたことからも、サバン
ナ帯から南の森林地帯に入ることが実感できる。
22日は朝食後、南へ220kmの国境の町モルン
ドゥーに向かった。到着までの5時間半、急に
バンパーが外れるなど車のトラブルもあった。
何とか無事に到着し、軍の施設でさらに奥地へ
入る許可を得る手続きを行った。ここから、目的
地であるドンゴ村へは距離にして50km弱の
悪路を進む。辛うじて一台車が通れるかどうか
の狭さだけではなく、所々に川があり、そのほ
とんどには丸太を数本乗せただけのような簡素
な橋が架っている。これらの川はすべて、コン
ゴとの国境をなすコンゴ川に流れ込む川である
が、その中で最も大きなブンバ（Boumba）川は
川幅が50m以上あり、丸太橋は架けられない。
代わりに、船に車を載せ、ケーブルを手繰り寄
せて対岸に移動するのである（写真③）。もちろ
ん、流れが速いときは移動できない。村人のほ
とんどはモルンドゥーとの往復にバスを使って
いるが、本数が少ないため、あふれるほどの乗客
を乗せたバスが、狭い道にひしめいていた。泥
にタイヤをとられて何度も滑りながら、約5時間
をかけてドンゴ村に着いた。干し魚の辛いスープ
とフフとビールを頂きつつ、まずは皆で10時間
半を経た無事の到着を喜んだ。
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ドンゴ村
　モルンドゥーからドンゴ村までの約5時間、
後で写真や記録を確認したのだが、実は記憶は
ほとんどない。おそらく、半ば気を失ったように
車にただ載せられていただけだったからだろう。
思い返してみると、暑さや疲労の蓄積、悪路、
抗マラリア薬等、その原因はいくつかありそう
だ。到着後すぐに、ここでの作業が終われば
今回の調査の目的がほとんど達成される、と自分
を鼓舞しつつ、ヤケ気味にビールで疲れを胃に
流し込んだからかも知れない。いずれにしろ、
医療機関等もあまり期待できないだろうし、水
や食事の心配もある。下痢や食欲不振もあった
その時点では、南のコンゴ共和国と川ひとつで
隔てただけの奥地であるこのドンゴ村での作業
はかなり辛いものになるだろうとビールを飲み
つつ覚悟していた。
　冒頭の文章はこの翌日、23日早朝である。
予想に反して、さらに悪化しているはずの体調
写真③ブンバ（ Boumba ）川の渡し船。ケーブルを文字通り手繰り寄せて渡る
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はほぼ回復しており、土壌調査など3日間の
作業もすべて予定通り終了した。このように、
ドンゴ村での生活が快適だった理由としてふと
思い当たったのは、朝から暑く湿度の高いドン
ゴ村の環境は日本の夏に近く、その環境に体が
順応した可能性である。朝涼しく、空調の効い
たそれまでのホテルよりも、寝苦しい環境の方
が体に合っていたというのは、逆説的だが腑に
は落ちた。
調査を終えて
　「日本の夏」をドンゴ村で体感したことは、言葉
や食事、植生や土壌など、相違点ばかりに注目
していたそれまでの調査に加え、色々な共通点に
も興味が向かう契機となった。村民であるバカ・
ピグミーと森との関係について、日本と民俗学的
な共通点はあるのか。森から恵みを得、精霊を
信じ、ケータイを使い、バイクに乗る彼らは今後、
どのような社会を志向するのか、今後も注視し
たい点である。
　一方、川に近く、熱帯林の中という生活環境
において、マラリアや病原性寄生虫など感染症
の深刻さを考えると、日本がいかに冬に守られ
ているかがわかる。水がなければヒトは生きて
いけないが、常に高温多湿という微生物にとっ
て好適な条件というのは、ヒトの生活を大きく
脅かす。初めての、たった2泊3日の滞在であっ
たためほとんど体感することはなかったが、熱
帯の湿潤地や森での生活の厳しさと、薬草など
自然を利用する際の文化的な豊かさは表裏一体
だと考える。彼らの文化を維持しつつ、生活の
質を向上させるにはどうすれば良いか、日本人
も含めて、知恵を出し合う必要があるのかもし
れない。これから温暖化で気候が「ドンゴ村化」
するはずの日本も、他人事ではないのである。
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